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の 名目だけの監査役への賞与

Q :従業員の1人を名目上監査役としまし

た。監査役就任後も職務の内容、待遇などは

就任前と変わりませんので、この者に支給し

た賞与は、使用人賞与として損金算入が認め

られますか。

A ●
● 損金算入は認められません。

【解説】

法人税法上の役員には、会社の取締役、監

査役等のほか、実質的に法人の経営に従事し

ている者のうち一定の要件を備えているもの

も含まれます。

しかし、常時使用人としての職務を有し、

実質的に会社を支配していない者は使用人兼

務役員として、その者に対する賞与のうち、

明らかに使用人としての地位に基づくものは

損金に算入されます。

この使用人兼務役員とは、役員のうち、部

長、課長その他法人の使用人としての職制上

の地位を有し、かつ、常時使用人としての職

務に従事するものをいいますが、監査役につ

いては、使用人兼務役員としては認められな

いことになっています。監査役が使用人とし

ての職務に従事しているかどうかにかかわら

ず、使用人兼務役員となれない役員とされて

いるのは、商法上、会社の監査役がその会社

の取締役又は支配人その他の使用人を兼ねる

ことができないとされていることによるもの

と思われます。

したがって、ご質問の賞与については、全

額役員賞与となり、損金算入はできません。
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